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　　　　　宇宙開発委員会第｝部会に’論いては，昭和

　　　　59月7，月．4日付け宇宙開発委員会決定「宇

　　　宙開発三面の見直しに関する審議について」

　　　に基づき・「宇宙開発計面」（昭和・59年3

　　　月　14日決定・）の見直しのだあの審議を行っ

　　　てきたが，特に昭和60年度に鉛ける宇宙開

．　　発関係経費の見積∬方針に反映させるべき事

　　　項についてとりまとめたので報告する。

、
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1　科学の分野の開発計画

　1．開　発

　　第13号科学衛星（MUSES－A）

　　惑星探査に必要となる軌道の精密標定・制御・高効率データ伝送技術等の研

　究を行うとともに・その「環昂て明刈ング●バ倣多難試験を行父と

　を目的とす為第13号科学衛星（MUS：ES－A）について，　M－3S皿ゴケッ

　　トにより，昭和64年度に打ち上げることを目標に，開発に着手することは妥

　当である。

　2．開発研究

　　　GEOTAI　L衛星

　　　日米協力として我が国が衛星の開発を担当し，米国がスペー鼠シャトルを用

　いた打上げ等を担当して・地球の夜側に存在ナる長大な磁気圏尾部の構造とノ

　イナミックスに関する観測研究を行うことを目的とするGEOTAI：L衛星につ

　いて，開発研究に着手することは妥当である。

　　　　丑　観測の分野の開発計画

℃∴止気嚢衛星4号（GMS－4）

嘩　　　　　我が国の気象業務の改善及び気象衛星に関する技術の開発を進めることを目

婁　　o　　的とする静止気象衛星4号（GMS－4）について，　h－1ロケット（’3段式）

　　　　　により・昭和64年度に打ち≠けることを目標に・開発に着手することは妥当
　　　亀
　　　　　である。

　　　　（2》地球資源衛星1号（ERS－1）

1　　謡曲翻技術の磁を図るとともに三三探査を主目的に，趾調査濃

1’　林鱗環境保全・麟沿岸域三四の観測を行うことを目的とする地球賢

i
i

一1・…

源衛星1号（ER専一1）について，　H－1ロケット（2段式）により，昭和

65年度に打：ら上げることを目標に，開発に着手することは妥当である。

皿　通信の分野の開発計画・

　1．研　　究

　　（1｝実験用通信衛星のための研究

　　　　．1990年代の通信需要に対処するため，実用通信衛星の開発に必要とな

　　　るマルチビームアンテナ技術，サテライドスイッチ技術，アンテナ展開技術

　　　等の衛星通信技術等の開発を目葡とする実響信衛星につい曙の研究を

　　　行うことは妥当である。

　　（2）衛星搭載通信機器の研究

　　　　将来の通信・放送需要の増大及び多様化に対処し，高度な衛星通信技術及

　　　び衛星放送技術に関する自主技術の確立を図るため，新しい周波数帯を利用

　　　したマルチビーム衛星通信技術等の開発を目的とした衛星搭載通信機器の研

　　　究を行うことは妥当である。　　　　　　　　　　　　　．

　　（3）データ中継・追跡管制衛星技術の研究

　　　　ロケットや人工衛星が可視範囲にない時でも，データ送受信，追跡管制を

　　　行い得る技術を修得するため，データ中継・追跡管制衛星技術の研究を行う『

　　　ことは妥当である。

　2．その他　　1一　 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　l
　　　放送衛星　　　　　　　1

　　　放送衛星2号一b（BS一・2b）については，昭和60年度に打ち上げること

　　を目標に，引き続き開発を進めることとするが，開発に当売っては，放送衛星

　　2号廟a（BS囎2a）姓じた不具留関する第四部会雛に擶rれた聯

　　を十分講ずるとともに，放送衛星対策特別委員会の検討結果が出次第，信頼性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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1　の難鷺蠕ご禦獅ll趨星2号（BS－2）の

1　緻を三三信頼騰保されるよう開発を進める必要がある・

　　　　W　宇宙基地

　　　　　　開発研究及び研究　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　㌦

　　　　　　宇宙基地

　●　米国が提唱している宇醜地謡蘇ついて，予備設計段階（フ＿ズB）の作

　　　　　業に参加するため，宇宙基地の構成部分の開発研究及びこれに係る要素技術の研

　　　　　究を行うことは妥当である。

　　　　　　また，宇宙基地の利用に関する研究を行うことは妥当である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫o唱　．

　　　V　輸送系共通技術の分野の開発計画

　　　　開　　発

　　　（1）　H－1ロケット

　　　　　重量約550Kgの静止衛星打上げ能力を有するH：一1ロケットについて，放

　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　送衛星3号一a（BS－3a）を昭和63年度に打ち上げることを目標にH・一1●
　　　　ロケット（3段式）3号機の開発に着手することは妥当である。

　　　　　また，静止気象衛星4号（GMS－4）を昭和64年度に打ち上げることを

　　・　　目標にE－1ロケット（3段式）4号機の開発に着手することは妥当である。

　　　（2）　H一皿ロケット　　　　　　　　　　　　　　亀

　　　　　1990年代に：おける大型人工衛星の打上げ需要に対処するため，第1段及

　　　　び第2段に液酸・液水エンジンを使用し，これに固体補助ロケット2基を加え

　　　　た2トン程度の静止衛星打上げ能力を有する：H一皿ロケットについて，昭和

　　　　66年度に試験機1号機を打ち上げることを目標に，開発に着手することは妥
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当である。

W　その他の施策

　（1）利用者機関の経回四三の軽滅

　　　人工衛星技術の開発に資するどともに，実利用に供することを目的とする人

　　工衛星の開発に当たっては，総開発経費の軽減等により利用者機関の経費負担

　　の軽減を図ることが妥当である。

　②　自主技術による宇宙開発の促進策

　　　昭和60年度に打上げが計画されている放送衛星2号一b（BS－2b）の打

　　上げが万一失敗した場合に備え，利用者機関の立場に配慮しつつ適切な対応措

　　置を講ずることは妥当である。

●
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三三開発計画の見直しに関する審議について

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和59年7，月　4日

　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　宇宙開発委員会　決定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　ロ　サ

　宇宙開発政策大綱に基づき，昭和60年度以降において実施する必要がある研究

及び開発の計画的推進を図るため，次により調査審議を行う。

●

i

1．’
R議事項

　内外の情勢の変化，宇宙の利用に関する長期的見通し，国内の研究及び開発の

進捗塗況並びに各省庁の要望を踏まえて，昭和6・o・年度に澄ける宇宙開発関係経

費の見積り方針及び宇宙開発計画について必要左調査審議を；行う。

’
自
●

「
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2．審議方法

　　1．の審議は，昭和60年3三三までに終えることを・目途に第一部会において行

1雛議麟総1ごる螂衷　て翻和59年8月上旬

　　　∫1・’唱　　　　　　　　　　　．
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（参考2）

　　　　　　　　　　宇宙開発計画の見直した関する第一部会の

　　　　　　　　　　審議の進め方について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B召禾059年7月　 5日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　宇宙開発委員会第一部会　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　決　定

　「宇宙開発計画の見直し，に関する審議について」（昭和59年7月　4日宇宙開

発委員会決定）に基づき・本部会に鉛いて行う調査審議は，以下に定め：るところに

よるものとする。

1．審議事項

　　昭和60年度に於ける宇宙開発関係経費の見積り方針及び宇宙開発計画につい

　て調査審議を行うものとする。

　　　　　へ
2．　審議日程

・1・の審議結果は・昭和・60年胡中雛でに取搬とめること三途とする．た

’だし，昭和60年度における宇宙開発関係経費の見積り方針に反映させるべき事

項については・昭和59年8月上旬までに取りまとめることを目途とすろ。

3．審議方法

　　調査審議に当たっては，財政事情，宇宙の利用に関する長期的見通し，研究及

び開発の進潮況各衛の要脚を蹴え疎のよう姻点から宇宙麟に関

ナる施策について調査審議するものとする。

①必要性，緊急性

’②実施の技術的可能性

③宇宙三三政策大綱に示された諸方針との整合性

④　宇宙開発に関連する技術の軽油的育成及び国産化

．、
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・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’

⑤射場ρ打上げ能力・必要々地上施設の整備等関連する他のプ・グラムとの関連

4．分　科　会

　　昭和6・0年度に訟ける宇宙開発三三経費の見積り方針に反映させるべ’き：ll療に

　ついては、，衛星辛分科会及び輸送系分科会において，次に定める所掌事項に」：シ

調査審議を行うものとすみ。

　　　　　　　　　　　　　l　　　　　l

　　　　　　1ｪ科会の名称哩 8　　　　　所　掌　　事　項

衛星系分科会 ．人工衛星，人工衛星サブシステム，人工衛

ｯに関する試験施設，追跡管制等の地上施

ﾝ，一ソフトウエア等に関すること。

輸送系分科会

@　　　　●　　．

ロケヅトなど宇宙輸送系，宇宙輸送系サブ

Vステム，宇宙輸送系に関する試験施設，

ﾋ場等地上施設，ソフトウエア等に関する

ｱと。

5．資料提出等

　本部会の調査審議に当たっては，必要に応じ，関係行政機関等から資料ゐ三三，

説明等を求めるものとする。

●
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東京大学名誉教授

文部省宇宙科学研究所教授

．文部省宇宙科掌研究所教授

三菱重工業（株）顧問

專修大学法学部教授

川崎重工業ぐ株）常務取締役航空機事業部長

外務大臣官房審議官（科学技術担当）

郵政省電波研究所次長

，名城大学理工：学部教授

文部省学術国際局長

・航空振興財団常勤顧問

郵政省通信政策局長，

文部省宇宙科学研究所長

日本電気1株）常務取締役

科学技術庁金属材料技術研究所科学研究三

明治大学工学部講師

協同住宅ローン（株）社長

松下通信工業（株）専務取締役

通商産業臨機晶晶報産業局長

通商産業省工業技術院機械技術研究所次長

運輸省海上保安庁水路部企画課長

日本電信電話公社研究開発本部長

科学技術庁航空宇宙技術研究所角田支所長

三菱電機（株）顧問

下京大学工学部教授：

宇宙開発事業団副理事長
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　　本　俊　彦寺

　　田　康　明戸

豊　蔵　　・一

長　洲　秀　紅

中　原　裕　一

中山勝矢

鍋　島　泰　夫：

西　　　周　次

長谷川　幸　雄

蕊　　　友　直

平　山　　　情

意　島　公　夫

藤　井　登喜男

船川謙．’司

松　本　高．士

宮　　　憲

森　川　汎　士

矢　橋　幸

山　崎　晃・市

山　本　　　艮

寄　水　義　雄・

田　　　峻　　科学技術庁航空宇宙枝術研究所艮

宇宙開発事業団理事

建設省国土地理院長

宇宙開発事業団理事

東京大学海洋研究所教授

　日産自動車（株）顧問

建設大臣官房長

科学技術庁航空宇宙技術研究所科学研究官

（株）東芝電波通信事業本部顧問

通商産業省工業技術院電子技術総合研究所’．

極隈技術部艮

運輸省気象庁気象衛星センター所長

．運輸省電子航法研究所衛星航法部長

（株）日立製作所宇宙技術推進本部担当技師長

文部省宇宙科学研究所教授

早稲田大学理工学部教授　　；．

科学技術庁研究竜胆局長　　デ

石川島播磨：亟工業（株）航空宇宙事業三部㍉，

宇宙開発事業部長

宇宙開発事業団理事

通信・放送衛星機構理事

国際通信施設（株）社長

（社）経済団体連合会開発部長

日本放送協会技師長専務旧事
　　コセ
富士通インターナショナルエンジニアリング

（株）専務jl粟楴役

運輸省運愉政策局艮

宇宙開発事業団哩事
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